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1.特別損失の計上について

2.業績予想の修正
(1) 2022年3月期連結業績予想の修正（2021年4月1日～2022年3月31日）

（単位：百万円）

(2) 業績予想修正の理由

以　上

※上記の予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の
業績は、今後発生する様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。

親会社株主に帰属する
当期純利益

１株当たり
当期純利益

76,000 16,500 17,000 9,200 242円14銭 

 前回発表予想（Ａ） 79,200 18,800 19,200 14,000 370円19銭 

△ 2,300 △ 2,200 △ 4,800

 今回修正予想（Ｂ）

(参考)前期連結実績
74,979 17,788 18,222 

2022 年 3 月 29 日

　当社は、2022年3月期第4四半期連結会計期間において、下記のとおり特別損失を計上するとと
もに、2021年5月7日に公表した2022年3月期（2021年4月1日～2022年3月31日）の通期連結業績予
想を修正することとしましたのでお知らせいたします。

記

特別損失の計上および通期業績予想の修正に関するお知らせ

　上記の特別損失の計上を主な要因として、親会社株主に帰属する当期純利益は業績予想を下回
る見込みです。また、主力の医薬品のうち一部製品について、新型コロナウイルス感染症による
受診抑制等の影響が想定よりも長引いていることから、売上高、営業利益、経常利益も業績予想
を下回る見込みとなりました。

経常利益売上高 営業利益

13,405 347円37銭 
（2021年3月期）

△ 4.0 △ 12.2 △ 11.5 △ 34.3

 増 減 額（Ｂ－Ａ） △ 3,200

 増 減 率（　％　）

2019年1月に米国のCorbus Pharmaceuticals Holdings, Inc.（以下「コーバス社」）より日本
における全身性強皮症及び皮膚筋炎治療剤の販売権等を取得した「レナバサム」(以下、本剤）に
ついて、コーバス社による第Ⅲ相臨床試験の結果、全身性強皮症及び皮膚筋炎のどちらの試験に
おいても主要評価項目が達成されなかったこと、また、現時点ではコーバス社による追加の臨床
試験が予定されていないことを受け、資産計上時から状況が変化していることに鑑み資産価値の
見直しを行った結果、本剤に係る無形資産の全額の約30億円を減損損失として計上することとし
ました。レナバサムの今後の開発につきましては、コーバス社との協議を経て、事業性を含めた
様々な要素を勘案したうえで、当社としての最終的な決定を行う予定です。
　またこれに加え、当社製品の製造委託先の製造設備費用償却の前倒しにより発生する契約損失
等（約8億円）の計上もあり、2021年5月7日に公表した通期連結業績予想には含まれない特別損失
として総額38億円を計上することとなりました。


